
第Ｔ 鵞　 通信ネットワーク

地域電話会社が担う役割

卜その独占性は利用者のニーズに応えられるのか１

；　　　わが国の イン ターネット接続 サービ スは、従 来、 第二種電気

通 信事業 者 がＮＴＴなどの 第 一種電 気通 信事 業者 から回線 を惜

し　　りて構築 し、提 供し て きた。し かし、ＮＴＴのＯＣＮを はじ め と

して 、第 丿種電 気通信 事業者、 すな わち電 話 会社が イン ター ネ

jI　　ツト サービ スを直接提 供する ようになっ て、電 話会社の役割が

=:　　単なる回線提 供では なく、接続プ ロ バイダー事業を 行うものに

ｙ　　変化 した 、

で　　　こ の巾で、 特に直接ユ ーザ ー宅 に|口|線 を引 き込 む地域会社の

］　 役割が 最 も亟 妛で ある。ＮＴＴも地域 （束内2 社）、 長距離 の 分

ン　　割が予定さ れて お り、 地域 会社としての 役割が クロ ーズアップ

ぐ　　されることにな る。

レ　　　地域 会社 に期待さ れる役割は、 大 きく 分けて、ユ ーザー宅へ

］･　　の回 線、線路 を竹理す る役割 と、 それを 束ねて効率 よくバッ ク

ホーンとの間のコ ミュニ ケーションを行う 役割の2つがあ る、

レ　　　地域 電話 会社 の問題 は、その 独占性の 強さが 第 一であ る。 特

ク　　にFTTH  (Fiber To The Home) 時 代に一軒･ 軒に光ファ イバ

ｉ　　－を引 き込 みたい|時に、‥-本のフ ァ イバーで全てのコ ミュニケ

:ヅ　　ーションを 支え る技術的 な能力があ るに もかか わらず、 地域 会

E/　 社そ れぞれの 複数のフ ァイバ ーを引 きこ まなければさ まざまな

ｙ　　サ ービ スを受け られない のでは、 低価格を 望むユーザ ーニ ーズ

に対し て逆行す るだろう。 独占性 が強く、 収益性に関して 特別

ジ　　の メリット を持っ てい ない きわ めて公 共性の 高い事 業であ り．

ｊ．　　競争の喚起を期 待するこ とは、都心 のよう な、 クリ ームスキミ

ングが 成､yする 例外地域を除い て､ 望 み薄とい わざる を得ない、

で、 中立的運川 が必 須である。ADSL な ど既 設回線 を有効 に利

川する ための技術が 登場して きてい るが、 公衆サ ービ スにおい

てこ の技 術を利JI]す るた めに は、ＮＴＴが 独占し てい る既 設電　　丿

話引 き込み線利月｣の問 題を解決する 必要があるI

この ような問 題が 再発する のを防 止する 手･yてを、 光 ケープ　　･･

ルの時 代にはあら かじめ 考え ておか ない と、 未 来の インフラ作

りに 大きな禍根を 残すこと になるだろ う、現 在の電 話会社が 第

1種 とｊ われるの に対し て、 ケーブ ル線 路の みを運 川するljt袤

体を 第O種というこ とがあるが 、 第O種事 業の 位 置付け を検討す

べ きであろ う．

その|･.の地域電 話会社に もさらに問 題がある. 現 在電 話で起

こってい る問 題は、 決し て イン ター ネット と 無関係で は ない､

宅内への ネットワ ークを管轄 する通 信事 業 捐 ま、さ まざまな バ

ッ クボー ンによって 供給 される コ ンテ ンツをユ ーザ ーに 屈け 、

ユーザ ーの 通信を バッ クボ ーンに運ぶ、 ロー カルエ クスチ ェン

ジの役割 を持つ こ とになる………そ のため に発生す るア クセスチャ　　ｊ

－ジをどの ように竹理 するか を考えなけ ればな らない.. 独占性

が強い'jf業体が自組織 の保護 のために ア クセ ステ ャ ージを引き

|こげるこ とは、 強く■ 視しなけ ればな らないI 将来は コンテン

ツご とに( 電 話交換 サ ービ スもコ ンテン ツの1つ) ア クセ スチ

ャージを負担 するこ とになるか もし れない が、 高い ア クセスチ　　：

ヤージは新 サービ スの 創設、 発展には明 らかにマ イナ スであ る　　＝

ことを心に留め なけ ればなら ない･．

フ　　　宅内 への線路 は、 よくLast one mile 〔最 後のIマ イル〕問 題　　 （ 吉村 仲・ メデ イアエ クスチェ ンジ株式 会社代表取締 役社長）

フ　　とi i わ れるが、 新規回線 の敷設、既 設1111線 の有効利川 とい う点

資料2-1-13　電力系地域ＮＣＣとそのインターネットサービス

サービ ス名称 会社名 営業開始日 電話 サービスエリア IP接続 サービ ス

HOT  net 北海道総合通信網株式会社 1990年３月15日 北海道 192k～6Mbps までの専用線

TOHK  net 東北インテリジェント通信株式会社 1994年６月１日 青森、岩手、秋田、宮城、山形、福島、新潟

TTNet 東京通信 ネットワーク株式会社 1986年11月１日 東京、神奈川、千葉、群馬、栃木、茨城、山梨、

埼玉、静岡（富士川以東）

CTC 中部テレコミュニケーション株式会社 1988 年６月１日 愛知、三重 、岐阜、長野、静岡（富士川以西）

HTNet 北陸通信 ネットワーク株式会社 1994 年10月１日 石川、富山、福井の一部 実験運用中

OMP 大阪メディアポ ート株式会社 1987 年３月１日 大阪、京都、兵庫、滋賀、奈良、和歌山、福井の一部 128k ～6Mbps までの専用線と

64kbps のダイヤルアップ

CTNet 中国通信ネットワーク株式会社 1993 年10月１日 広島、岡山 、山口、鳥取、島根 128k ～6Mbps までの専用線

STNet 株式会社四国情報通信ネットワーク 1989 年10月２日 香川、愛媛、徳島、高知

QTNet 九州通信ネットワーク株式会社 1989 年11月１日 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島

ＩＩコ 各社資料を参考に編集部で作成(1998 年4月現在）

※これらの各地域ＮＣＣは相互連係して全国規模のネットワークサービスを構築しようとしている。

ト インターネット白書'98 ｱ２
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